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･一編集後記･…

原稿募集中!

奪これまでの原稿を受け継いで六号の編集を担当し

ました.委員会を代表して,ご投稿くださった皆様

にお礼申し上げます.

禽工業技術院のまとめによると,院内の研究所のう

ち,最近1年間で主要全国紙の記事に登場する回

数では,地質調査所カミトップだそうです.雲仙火山

やピナツボ火山の噴火,エジプトやインドネシアの

地震,環境問題やIGCの開催など地質学カミ関係す

るニュｰスが続いたことが効いたようです.

禽しかし,地質ニュｰスの年間総目次を見ると,'こ

れらのテｰマを記事にする努力が足りなかったと反

省しています.

奪上記の工業技術院の調査によると,経済や工業

などの専門紙を含めると当所以外の研究所の記事が

多く,地質調査所は総合2番目になるそうです.

地質問違の記事を重点的に扱う専門紙がたいからで

しょう.ここにも地質ニュｰスの存在意義があると

思っています.速報性では新聞たどと比べて競争に

なりませんが,多少遅れても新しい確実な資料にも

とづき,専門的な観点から総合的にまとめた記事が

必要であると思っています.

(幹事奥村公男記)

〔誤植訂正〕

11月号グラビア第2ぺ一ジ本文3行目

1万位年前(誤)→1万年くらい前(正)

地質ニュｰスに寄稿される方へ

1･地球科学各分野の最近の話題･総説･解説だと多

方面の原稿を募ります.

2.原稿は図･表･写真を含め,原則として刷上がり

15ぺ一ジ以内とします.これをこえる場合は事務

局に相談Lて下さい.地質ニュｰス原稿用紙(25

x18字)4枚半が1ぺ一ジに相当Lます.

3｡ワｰドプ回セッサｰ使用の場合も,A4判用紙に

1行23字とし,行数は20-25行程度として下さい.

4.句読点･引用符などもすべて1字として下さい.

5･図･表･写真は本文とは別に1ぺ一ジとして,そ

れぞれに番号をづけるとともに,希望する掲載サ

イズを余白に記入して下さい.これらにつける説

明文は,本文とは別の原稿用紙に書いて下さい.

とくに図と写真は,縮小率を考え鮮明なものを提

出して下さい.

6･原稿の右欄外に図･表･写真の希望する挿入位置

を鉛筆で記入して下さい.

7.表紙やグラビアに用いるカラｰ写真は,プリント

版の他に原版のポジ(スライド)を提出して下さ

い.プリント版のみの場合は,カビネ～六切サイ

ズ(表紙は六切)のものに限ります.

8｡原稿は事務局に提出して下さい.編集委員会から

受付カｰドを発行します.掲載は原則とし亡受付

順としますが,速報性の高いものは優先的に印刷

したいと思います.
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